
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビ受像機とこのテレビ受像機を遠隔制御するためのリモートコントローラとを備え
たテレビシステムであって、
　前記リモートコントローラは、
　血圧を測定する血圧測定部と、
　前記血圧測定部により測定された血圧データを表示する表示部と、
　前記血圧測定部により測定された 血圧データを記憶する記憶媒体部と、
　前記テレビ受像機の本来の機能を遠隔制御するための遠隔制御操作キーと、
　血圧測定を指示する血圧測定用操作キーと、
　前記テレビ受像機に対して遠隔制御信号および前記 血圧データを発信する発信部
と、
　前記遠隔制御操作キーと前記血圧測定用操作キーからの指示に基づき、前記血圧測定部
、前記表示部、前記記憶媒体部、及び前記発信部を制御し、前記遠隔制御操作キーが操作
されたときには、前記発信部から前記テレビ受像機に対して 遠隔制御信号を発信させ
、前記血圧測定用操作キーが操作されたときには、血圧測定部による血圧測定を開始させ
て測定された 血圧データを前記記憶媒体部に記憶させるとともに、前記記憶媒
体部に記憶された 血圧データを前記発信部から発信させる第１のマイクロコン
ピュータと
　を備えており、
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　前記テレビ受像機は、
　　テレビ受像機として本来の機能を果たすための所定の回路と、
　　前記リモートコントローラの発信部から発信された 遠隔制御信号および

血圧データを受信する受信部と、
　前記受信部の受信信号の内容が血圧データであるか否かを判別し、血圧データである場
合には、この血圧データを表示用コードデータに変換する第２のマイクロコンピュータと
、
　前記表示用コードデータに基づいて前記テレビ受像機の画面に表示すべき

映像を生成する画面映像生成部と
　を備えていることを特徴とするテレビシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、血圧測定機能を有するオーディオ・ビジュアル機器 に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のオーディオ・ビジュアル機器には血圧測定機能が付加されているものはない。一方
、現在、市販されている血圧測定器は、購入当初には頻繁に使用されるが、日常生活に密
着していないため、時が経過するにつれて使用する機会が減少する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明は、オーディオ・ビジュアル機器が日常生活に密着していることに着目し、オー
ディオ・ビジュアル機器を操作する感覚で手軽に血圧を測定できるよう血圧測定機能を有
するオーディオ・ビジュアル機器 を提供することを課題とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を達成するための本発明のテレビシステムは、テレビ受像機とこのテレビ受像
機を遠隔制御するためのリモートコントローラとを備えたテレビシステムであって、
　前記リモートコントローラは、血圧を測定する血圧測定部と、前記血圧測定部により測
定された血圧データを表示する表示部と、前記血圧測定部により測定された 血圧デ
ータを記憶する記憶媒体部と、前記テレビ受像機の本来の機能を遠隔制御するための遠隔
制御操作キーと、血圧測定を指示する血圧測定用操作キーと、前記テレビ受像機に対して
遠隔制御信号および前記 血圧データを発信する発信部と、前記遠隔制御操作キーと
前記血圧測定用操作キーからの指示に基づき、前記血圧測定部、前記表示部、前記記憶媒
体部、及び前記発信部を制御し、前記遠隔制御操作キーが操作されたときには、前記発信
部から前記テレビ受像機に対して 遠隔制御信号を発信させ、前記血圧測定用操作キー
が操作されたときには、血圧測定部による血圧測定を開始させて測定された 血
圧データを前記記憶媒体部に記憶させるとともに、前記記憶媒体部に記憶された

血圧データを前記発信部から発信させる第１のマイクロコンピュータとを備えており、
　前記テレビ受像機は、テレビ受像機として本来の機能を果たすための所定の回路と、前
記リモートコントローラの発信部から発信された 遠隔制御信号および 血圧
データを受信する受信部と、前記受信部の受信信号の内容が血圧データであるか否かを判
別し、血圧データである場合には、この血圧データを表示用コードデータに変換する第２
のマイクロコンピュータと、前記表示用コードデータに基づいて前記テレビ受像機の画面
に表示すべき 映像を生成する画面映像生成部とを備えていることを特
徴としている。
【０００５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を用いて説明する。
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【０００６】
　図１には オーディオ・ビジュアル機器の回路ブロック図が示されている
。図１において、オーディオ・ビジュアル機器には血圧測定部１が内蔵され、この血圧測
定部１は図４に示す如く指先で末梢血圧を検出するセンサ部Ｓ、又は、上腕部で血圧を検
出するセンサ部を有する。センサ部Ｓは例えばパルスオキシメータを利用して構成される
。この血圧測定部１で測定された血圧データはマイクロコンピュータ２に出力される。
【０００７】
マイクロコンピュータ２は、操作部３からの指令により血圧測定部１、記憶媒体部４及び
表示部５をそれぞれ制御可能に構成されており、図２及び図３に示すフローを実行する。
この詳しい説明は下記の作用で説明する。操作部３には本来の操作キーの他に血圧測定、
血圧開始、血圧記憶等の操作キーが設けられている。記録媒体部４はディスクやテープや
メモリなどを媒体としてデータを記憶する。又、マイクロコンピュータ２は血圧データを
表示用データに変換する手段を有し、この表示用データを表示部５に出力する。表示部５
は表示用データに基づき血圧データを表示する。表示部５は液晶表示部又は陰極線管にて
構成される。
【０００８】
以下、上記構成の作用を説明する。先ず、血圧測定モード時の作用について説明する。図
２に示すように、操作部３により血圧測定モードが選択され、センサ部Ｓの装着後に血圧
開始が選択されると、マイクロコンピュータ２は血圧測定部１に測定指令を出力する。す
ると、血圧測定部１は血圧を測定し、その血圧データをマイクロコンピュータ２に出力す
る。マイクロコンピュータ２はこの血圧データを表示用データに変換してこのデータを表
示部５に出力する。表示部５には血圧データが数値やグラフで表示される。又、マイクロ
コンピュータ２は操作部３により記憶指令が選択されている場合には上記血圧データを記
憶媒体部４に記憶する。
【０００９】
次に、血圧読み出しモード時の作用について説明する。図３に示すように、操作部３によ
り血圧読み出しモードが選択されると、マイクロコンピュータ２は記憶媒体部４に記憶さ
れている血圧データを読み出す。そして、読み出した血圧データを表示用データに変換し
て表示部５に出力する。表示部５には表示データが表示される。
【００１０】
　図５から図７には 実施形態が示され、この実施形態では本発明をリモートコン
トローラＲＣに適用した場合が示されている。図５にはリモートコントローラＲＣの斜視
図が示されている。図５において、リモートコントローラＲＣの操作部３には本来の操作
キーの他に血圧測定キー１０、血圧開始キー１１、血圧読み出しキー１２等が設けられて
いる。又、リモートコントローラＲＣには指先で血圧を検出するセンサ部Ｓが収納され、
このセンサ部Ｓは取り出し自在に構成されている。
【００１１】
　図６にはリモートコントローラＲＣの回路ブロック図が示されている。図６において、

同一構成部分に 一の符号を付してその説明を省略し、異なる構成部分のみを説
明する。即ち、記憶媒体部は不揮発性メモリ４ａにて構成され、表示部は液晶表示部５ａ
にて構成されている。又、マイクロコンピュータ２ａは血圧データを転送用コードに変換
可能であり、この転送用コードは発信部６より他のオーディオ・ビジュアル機器ＡＶに発
信される。尚、有線により転送するよう構成しても良い。
【００１２】
　この においても、前記 と同様の作用・効果がある。その上、測定
した血圧データを他のオーディオ・ビジュアル機器ＡＶに転送することができ、データが
転送されたテレビ受像機ＴＶでは例えば図７に示す如く血圧データが表示される。
【００１３】
リモートコントローラＲＣに血圧測定機能を付加すれば、リモートコントローラＲＣのポ
ータビリティ化を有効に利用できる。
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【００１４】
　図８には 実施形態を示す、テレビ受像機ＴＶの回路ブロック図が示されている
。図８において、アンテナ２０で受信されたテレビジョン信号はチューナ２１に供給され
、ここで所望チャンネルの周波数のテレビジョン信号のみがピックアップされる。このチ
ューナ２１の出力はＶＩＦ回路２２、映像処理系回路２３及び映像出力回路２４を経て陰
極線管２５に供給される。
【００１５】
また、テレビ受像機ＴＶには血圧測定部１が内蔵され、この血圧測定部１で測定された血
圧データはマイクロコンピュータ２ｂに出力される。
【００１６】
マイクロコンピュータ２ｂは、チューナ２１等の本来の制御の他に、操作部３ａからの指
令により血圧測定部１、記憶媒体部４の書き込み・読み出し及び陰極線２５をそれぞれ制
御可能に構成されている。又、マイクロコンピュータ２ｂは血圧データを表示用コードデ
ータに変換する手段を有し、この変換した表示用コードデータは画面映像生成部２６に出
力される。この画面映像生成部２６は表示用コードデータに基づき映像信号を生成して映
像処理系回路２３に出力する。
【００１７】
　受信部２７はリモートコントローラＲＣからの無線信号を受信し、この受信信号をマイ
クロコンピュータ に出力する。マイクロコンピュータ２ｂは受信信号の内容が血圧デ
ータであれば、このデータを表示用コードデータに変換して画面映像生成部２６に出力す
る。
【００１８】
　 実施形態においても、操作部３ａの操作により血圧測定部１で血圧データを求め、
この血圧データを陰極線管２５で表示することができる。そして、これに加えて、リモー
トコントローラＲＣより出力された血圧データを、図７のように陰極線管２５で表示する
こともできる。
【００１９】
　尚、 実施形態において、オーディオ・ビジュアル機器には、通常マイクロコンピュ
ータ、操作部、表示部、記憶媒体部の内の全部又は一部が内蔵されているため、これらを
利用することによってソフトウェアや回路の一部変更・追加するだけで本発明を適用する
ことが可能である。
【００２０】
尚、本発明において、オーディオ・ビジュアル機器とは、映像機器、音声機器及びこれら
に付随する機器をいい、テレビ受像機、リモートコントローラの他にビデオテープレコー
ダ、光ディスクプレーヤ、ＣＤプレーヤ、チューナ等がある。
【００２１】
【発明の効果】
　以上述べたように本発明によれば、テレビ受像機とこのテレビ受像機を遠隔制御するた
めのリモートコントローラとを備えたテレビシステムであって、前記リモートコントロー
ラは、血圧を測定する血圧測定部と、前記血圧測定部により測定された血圧データを表示
する表示部と、前記血圧測定部により測定された 血圧データを記憶する記憶媒体部
と、前記テレビ受像機の本来の機能を遠隔制御するための遠隔制御操作キーと、血圧測定
を指示する血圧測定用操作キーと、前記テレビ受像機に対して遠隔制御信号および前記

血圧データを発信する発信部と、前記遠隔制御操作キーと前記血圧測定用操作キーか
らの指示に基づき、前記血圧測定部、前記表示部、前記記憶媒体部、及び前記発信部を制
御し、前記遠隔制御操作キーが操作されたときには、前記発信部から前記テレビ受像機に
対して 遠隔制御信号を発信させ、前記血圧測定用操作キーが操作されたときには、血
圧測定部による血圧測定を開始させて測定された 血圧データを前記記憶媒体部
に記憶させるとともに、前記記憶媒体部に記憶された 血圧データを前記発信部
から発信させる第１のマイクロコンピュータとを備えており、
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　前記テレビ受像機は、テレビ受像機として本来の機能を果たすための所定の回路と、前
記リモートコントローラの発信部から発信された 遠隔制御信号および 血圧
データを受信する受信部と、前記受信部の受信信号の内容が血圧データであるか否かを判
別し、血圧データである場合には、この血圧データを表示用コードデータに変換する第２
のマイクロコンピュータと、前記表示用コードデータに基づいて前記テレビ受像機の画面
に表示すべき 映像を生成する画面映像生成部とを備えたので、オーデ
ィオ・ビジュアル機器であるテレビシステムを操作する感覚で手軽に血圧を測定できると
いう効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　オーディオ・ビジュアル機器の要部回路ブロック
【図２】　血圧測定モード時のフローチャー
【図３】　血圧データ読み出しモード時のフローチャー
【図４】　センサ部の斜視
【図５】　リモートコントローラの斜視
【図６】　リモートコントローラの要部回路ブロック
【図７】　表示例を示すテレビ受像機の斜視
【図８】　テレビ受像機の要部回路ブロック
【符号の説明】
　１…血圧測定部
　２，２ａ，２ｂ…マイクロコンピュータ
　３，３ａ…操作部
　４…記憶媒体部
　４ａ…不揮発性メモリ（記憶媒体部）
　５…表示部
　５ａ…液晶表示部（表示部）
　２５…陰極線管（表示部）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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